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「フィラリア」の抗原性の研究
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弟1章　　緒　　　・昌
「フィラリア」の感染、寄生により．一種の
生物嬰的反應としての贋い意味の免疫体の構
成されるであらうことは想像に難くない朗で
ある⑦
既にフィラリーァ補体結合反應に　Fairley一
一■■
Li8tOn，池田、沈降反感に關し仲地、村上等
の業績があり夫々抗体の産生を認めてゐる。
皮膚反應に關しても　T＆1iaferro－Hoffmann
以裾　Fairley，Rodhain－Dubois，Chandleト
Milliker）ISchuhardt，Fulleborn，Lippirt－
Mobr，′ト林、文、高山、一ノ瀬氏等の報告
がある。
バンクロト糸状虫症に▲就いては渡薗氏は
「フィラリア」性淋巴管炎に於て局在性淋巴
反應の組織像を認めて局所の免疫の成立を推
論し、横川氏等もー象皮病患者血液に就き
Pandit．反應を行ひ象皮病に於ける仔虫の發
一見出来ない原因を免疫体の發生に求あてゐる。
著者等も縣下控浸他に於てフィラワァ症の
臨床的観察を行ひ仔虫陽性率が若年者、「く
さふるひ」發作者に多く、高年者及び障碍性
病欒具有者は低い事を知った。「フィラリア」
寄生の結果起る抗体産生と仔虫の消長、症状
の發生との問の關係は興味ある問題であらう（
皮膚反應畝始め上記の∵連の抗元抗体反應
は「バンクロ’フり糸状虫を材料としたもの
菅はなく大部分が抗元を犬剛張糸状虫母虫に
求めたものでその成績は－程度の特異性は認
められるが他種線虫類と■の問に類屠反應など
もあってその診断的慣値も声分とは云はれな
い。
一「バンクロフり仔虫▲を抗元とする場合抗
元作製に充分な量を搾取する困難もあり高山
一ノ瀬、岡元の皮膚反應成績を見てもー般に
その反應が棟願で意義が少いとするものが多
い様であるが更に検討すべき問題であらう。
文一方フィラリア虫は生体内で死滅、廃置さ
れる事を考へる時ウィラヴア患者尿中に抗元
性物質が排泄されるか香かと云荒事も興味あ
る問題である。フィラリア症の場合の枕元怪
物質の研究の目的を以て先づバンクロフト仔
洩浮膵液に電気溶菌法を應用して得た抗原液
と仔虫陽性患者尿に抗原を求め皮膚反應を鷲
施した。
弟2章　　受験材料並方法
1）材料．：仔虫及魔の採収な行った患者は自適
某、「くさふるひ」、陰襲水腫、午後10時の仔虫勤
は60cmm3申末梢血127隻、肘静泳申54・隻な発
見した。
2）トミソ■タロ7り仔虫電静液：午後JO時肘
静泳より3Gcc採血（この申の仔虫数26・892）遠心
沈搬克行って血祭な除き、残余に蒸潜水30ccな加
へて披拝遠心沈浬、この操作な数回行って完全に潜
血な起させ赤血球な除く、最後の沈漆に生理的食塩
水な加へて　5・Occの仔虫浮扮液奄作る。この浮海
液中に1・Ocm間隔の白金線電極尭挿入し18「ボル
ト」、d・2－1・0アンペアの直流電流な通ずる。この
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際液池の上昇を考慮して外部よりい氷水な以て冷却し
つゝ1～1・5分づつ5分間世の間隔な置いて電流み
通ずそと液中の仔虫は次第にその数な減じ作用時間
合計28分にて液は全く水様透明、浮薄物な認めず
数回に亘る鏡検にても仔虫な発見しなくなる。pモi
は電流な通ずることにより上昇し終了時には8い8に
達したので之を7・0に規正Chanberland L3にて
濾過、カルポールを0・5％となる様に加いて抗元液
J
とする。
3）「フィラリア」患者炭坑元：上記の患者に
「フィラリア」虫殺虫の目的にて「云パトニソ」一
日量0・3g宛な与へ仔虫減少の最も旺んな時期な見
計って4日目早朝尿庵採痕、35PC′一400Cの恒迫に
・て減圧十分の一畳まで法軌2500回廻転にて30分遠
心、その上清なとって0・5％となる様カルポールね
加＼pHな7・0に－規正し、更に600Cにて一時間
加渡滅菌したものな原液とし健康者に託し、て種々の
『法度にて予備試験な行い通巻濃度（32×）な決定し
抗原として用ひた。倍本慮者尿ほ清澄、尿蛋白、糖、
「ウ占ビリノーゲソ」反応は共に陰性
一末感染健康者尿な同様に処理したものな対照とし
た。
4）実施：上富巳各抗元液み0・1◇◇な上勝内側皮
内に経謝、24時間後発赤その他な測定した。
昇3章・「′kンタロフト」仔虫電溶液に依る皮膚反康
い威張ほ男1表に示す如く未感染健康者には全々反
応は見られず「㍍7イ　ラリア」感染者に於ては30例申
23例に（Ⅰ㎡mXlmm）より（10ふmx12mm）の発赤
及び中には軽度の浸潤が見られる。反応の隠さは∴
股に弱いが全く変化な見ない未感染健康者に比し確
かに特異性が見られる。姻虫卵検査在英放し得たも
のは15例に過ぎないが姻虫との類属反応は殆んどな
い様に一際ほれる。
反応の強さは末梢血中仔虫発見の有無及その数と
は関係が見られず、か＼つて仔虫陰性感染者と仔虫
陽性者な比較すると前者に強く有症状感染者と無症
状仔虫陽性者との比較では有症状者に強い。しかも
無症状仔虫陽性者9例中5例では全く反応な見ない。
第1表
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第4章　　フィラリア患者屁による皮膚反應
5名の健康非感染者に就き各種濃度の前記患者及
び対照尿よ、り作製した杭元液に依る皮膚反応な実施
すると第2表に示す様に患者尿抗元液ほ対照に比し
一般に眠い反応在席す様である。之な倍数稀釈な行
第　2　轟
1被風者各1性に令l憲宗鑑宗一蒜
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って行くと次第に反応度庵願じ32×にてその発赤
は大部分8×8以下となり浸潤、硬結等な認めず翠
照32×液と比較しても大差な見ない様になる。
患者尿原液32×液な抗原とした皮膚反応の成筑
第　3　表
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230 片　　峰・吉　　田
は簡3表に示す通りである○
対照は帯12、15、28例の如く感染者、非感染者
の別なく非特異的に（10mmxlO㎡m）以上の発赤な
見るものもあるが～肢に弱く（5・0㎡mX5・0㎡ふ）以
下が殆んどである○対照に比し患者炭坑常にありて
は感染者に強い反応な示し発赤が（10mmx10㎡m）
以上のものが25例串18例、健康看でも第28例、
（20×け）m㎡、発33例（10mmxllmm）の如く感染
者に比肩する反拓な呈したものもあるが筒28例の如
きは樫濠地層住着や家族ほ全員仔虫な証明する患者
家族ごあり非感染者であるふ否か疑はしい。他の5
名は何れも（3×3）m㎡乃至（8×8）㎡mで感染者との
間に有意義の差があると見て差茸へない。以上の成
続から患者炭坑元は感染者に特異的に眠い反応ね顎
はすことが知られる0
J
更にこの皮膚反応の程度は仔虫電溶液に依る場合
と何様に血中仔虫の有無、数とほ併行せず、仔虫陰
性感染者、症状具有者に眠く、無症状感染者に弱い、
特に障碍性変化な宋したものに強く現れ、浸潤硬綾
な認めるものがあり発赤株（20×20）な湛へるもの
が少くない。乳靡尿症の3例は最も強い○桐虫等線
虫類との類属反応は検査例数が少く不明である○
、昇5車　　線穂並考察
1）「バンクロフト」仔虫を抗元とした皮
膚反應は既に高山い一ノ瀬の報告があるが何
れもそ？反應度が易く叉特異性の鮎でも認む
べきものが少い様である0　この場合「バンク
I
Pフり仔虫の抗元性を問題とする前に抗元
作製に充分な量の仔虫の探築の困難と抗元作
製の方法に槍討が加へらるべきであらう0電
流が電解質中に浮僻する細菌を音容解する作用
のあることは早くから知られてゐる事である
が青田はこの電気溶菌法を光田抗元に應用し、
癖菌い組織片共に完全に路解い得た水株透明
な液にて頃皮膚反應を行い概ね光打1反應に併．
行する成績を得てゐる。我々も小量の「バン
クpフり仔虫より能率の高い抗元液を得る
目的にて「バンクロフト」仔虫浮薄液の電気
潜函を行い細菌の場合と同様仔虫の完全な溶
解を認め水様透明な枕元液を得た。之を以て
皮膚反應を茸施すると前記の如く感染者に於
ては30例中23例に蟄赤を認め重々反應を見
なり健康未感染者に比し特異的であり反應度
は弱いが判定は容易である0叉寄生幽虫に封
する類魔反應も殆んどなく一ノ瀬氏の茸験に
此し精々見るべきものがあらう0電気溶菌に
際して電磨い電気量い作用時間等を検討する
事により更に良好な成績を得るのではないか
と考へてゐる。
フィラサア虫の如き粗大寄生虫、組織片か
らの枕元作製に電気溶菌法を應用することが
均葬るのではな、いかと考へてゐる9
2）仔虫陽性い「フィラリア」患者尿より作製
した抗元液を以て皮膚反應を茸施し「フィラり
ア」感染者にありては健厳封照尿を抗元とし
た場合に比し特異的に強い反應を呈し感染者
25例中18例に（10×10）以上の畿赤い中には浸
潤い硬結を認めた。健康未感染者は大部分蟄
赤（5×5）n1nl以下で浸潤い硬結等はなくいその
間に有意義の差が認められる0健康未感染者
とする者の中の一名には（20火17）nln】－の強い
反應を見たものも虫るが之は径浸均の濃厚感
染家族の一員でその感染の有無に疑鮎がある。
以上の如く仔虫陽性患者尿中にはい「フィラ
リア」ノ患者良膚に於て特異的に反癒する抗元
性物質の存在することを一知った。　　　　●
3）「フィラリア」の感染、寄生により生体
内に抗体の産生されることは明かであるがい
仔虫電溶液い及び患者炭坑元による皮膚反應
が感染者に於ては、仔虫陰性者が陽性者より
もい．有症状者が無症状仔塗陽性者よりも強く、
特に乳靡（血）尿症の如く高度り障樽性病欒
の存在を恩はせる枝な症例に浸潤、硬結をと
も、なふ最も強い反應を硯はす事は興味ある事
葦である。
先に濃厚控浸地である折江省い長崎願下離
島に於ける臨床的観察にて我々は感染者の仔
虫の消長は若年者及び無症状者に検出率が高
くい仔塊数も多くい高年及び障樽性病欒を呈
する様になるとその率が低下することを認め
たが今回茸篠した皮膚反應の成績は之に喝特
ム
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例する傾向が見られる。即ち感染者にして既
に仔虫の陰性化せるものい既に症状を具有す
る者に於ては抗体の産生が多いことが想像さ
れい　フィラリア虫の感染寄生による感作い　抗
体の産生と仔虫の消長い．症状の黎生とめ間に
は密接な因果關係如窺はれて興味が深い。
4）「フィラリア」虫は体外に排泄される
横合は殆んどなく生体内で死滅い虚理される
であらうことは論及待たず虫体物質は尿よカ
分泌せられると解される0　従ってフィラサア
患者血流中にも常時抗原性を有する虫体物質
が存在し仔虫或は母串の死滅により時には大
量に流れる事が考へられ、感作された生体と
の間に所謂抗元抗体反應の惹起される可能性
のあることは想像に難くない0「フィラリア」
症の畿症はフィラワァ寄生以外に二次的細菌
感染が炊ぐことの出来ない因子として取上げ
られてゐるが或種の症状の教生の原因として
虫体物質によるアレルギー性炎衝も考へねば
ならない。　・
「スパIニン」投輿の場合の全身症状い　特
に「くさふるひ」熱畿作を思はせる様な症状
の後生は之に起因するものと解繹してゐる。
弟6章　　結　　　　　語
「、バンクロフり仔虫電溶液及仔虫陽性患
者尿を抗元とする皮膚反應を葺施L次の事を
知り得た0
1）両抗元に依る皮膚反應は「フィラリア」
感染者に封して特異性を有する。
2）電溶液抗元の桐虫に封する類屠反應は
殆んど認められない0
3）仔虫陽性患者尿中に抗元物質が存在す
る0
4）之等皮膚反應は感染者い非感染者問に
有意養な差を認めフィラワァの感染自体が意
’養を持つ事は勿論であるがい感染者に於ても
反應度は仔虫陰性化せるもの、症状有具者が
行虫陽性無症状者に勝る0
潤筆に茎り終始熱心な御示導と御校閲の労年とられた北村教授に深謝す
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